
議会改革の取組 

 

１ 県民の関心と信頼の回復 

・議長公用車の見直し（台数 1減、車種は黒塗りのイメージから脱却) 

・議長日誌を開設するなど議会ＨＰ等での情報発信強化（議場での議論を踏まえた

県政に対する提案事項への執行部対応状況、出前県議会や県内外調査活動状況など） 

・「開かれた県議会」に向けた本会議場活用事例（県警察音楽隊による啓発活動） 

・鳥取県議会歴史回廊（仮称）の設置【今後予定】 

 

 

 

 

 

 

２ 政策立案機能の強化 

・議員の政策提言能力向上と調査活動活発化をサポートするため、議会

ＨＰ上で議員連盟など政策研究の取組を積極的に情報発信 

・質問作成や政策研究などを支援するため、会議録検索システムの機能

を向上【今後予定】 

   ⇒拉致問題早期解決議員連盟による政策条例の議員提案や、特別委員会、各議員

連盟による勉強会の高頻度化、知事への政策提言など、議会活動が活性化 

 

３ 多様な声に耳を傾ける議会風土づくり 

・「出前議長室」として関係団体・市町村等と意見交換会の実施 

・人口減少社会問題調査特別委員会・提言書報告会の開催【今後予定】 
 

参考配付 

＜鳥取県議会歴史回廊（仮称）の設置＞ 

委員会が令和 7年 12月に取りまとめた提言書の内容や活動実績についての
報告会を開催し、当日来場者との意見交換を通じて本県が取り組むべき今後
の人口戦略について多様な声を聴取（開催調整中）。 
 

・開催時期 令和 8年 4月 17日（金） ・開催場所 エースパック未来中心（倉吉市） 

＜人口減少社会問題調査特別委員会・提言書報告会＞ 

＜議長日誌ＨＰ＞ 

県議会の概要や県議会のあゆみ（年表・
写真）等を常設展示し、県内小中学生を
はじめとする議場見学者や本会議傍聴者
などに向けて理解・関心を深める機会を
提供。 
 
・設置時期 令和 8年 6月予定 

・設置場所 議会棟本館 2階エレベーター 

ホール前 


